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CHEMICAL PRODUCTS

-■■-■一一■●.■･●･■..■】 ■●l■■.■l■{■■l■■■.-lヽ.′■■■■▼■■■.-■.′-■ 【
.■l.■l■■l■‖■一■-■●`■■■■l■.■■...l■■■■t■-1■J■■い■▲■l■■

【 ■■■■■■■■■■ 【
■■=一■tl■●､■■■■l■■`~l■■l一■l■■■`ヽ-●■■■･

最近10年間の材料界の著しい動向として,まず第一に

電気材料と構造材料の区別がほつきりしなくなったこと

があげられるが,このことについてはすでに昨年度の本

欄で指摘しておいた｡昭和32年度日立製作所化学 品の

成果も,その境界線の変革を堅実に克服し,優秀な構造

材料の品種を加えつつあることは大慶の至りである｡す

なわち31年度のメラミン化粧板"ヒッターライド'に次

いで,32年 ほ"金属ヒッターライド'を追加し,さら

にポリエステル波板"サンプレート"を世におくること

ができた.∵

絶縁材料に関してほ,現在われわれは二つの点に鋭意

研究的努力を払っている｡･一つほ材料の国産化である｡

戦後多くの新しい材料が現われ

たが,なかに輸入材料を基礎と

したものも少なくなかった｡そ

れらをできる限り国産品でおき

かえることは,わが 技術者の

責務でもあり,乱立製作所の祉

是でもある｡32年度の成 から

みると,シリコーン製品は全部

"日立シリコーン"でまかなえ

る段階になったし,そのはかの

有機材料では,フラン樹脂,ア

ルキルフェノール樹脂などにお

いて数種の輸入相当品を造るこ

とに成功している｡

今一つの研究着眼点ほ,電気

機器類の軽境小型化に伴う材料

第1表 日立高周波用コソパウンドの試験結果例

項 目

色 相,■

比 重

軟 化

針入鹿100g

流動性

誘 電

誘屯正接180C

態
℃
℃
℃

1800C mm

率 18PC

60c/s

lkc

lOkc

IMc

固有抗抵 200C,Q-Cm

絶縁破壊電圧 kV/mln

作 業 温 度 OC

試 験 結 果

乳自徴黄色,固体

0.914

108

5

62

2.3

0.001以下

0.040

0.080

0.120

1014以上

76

注:*球療法でテーパーリング使用

第2表 日立ワニステリレンクロスの特性の一例

江:一般試験-JISC-2120｡引裂カーElemendolf試験器による｡測定時室温-24～28ロC

湿度¶72～86%

の高度化である｡31年度すでにマイラー応用品について

記述したが,32年度はマイラーを応用した新型モートル

が出現したことは特 すべきことと一l且われる｡シリコー

ンおよびアスベストメラ ン積層品成型品などもこうし

た方動こ大きな役割を演じている｡研究の重点を複合絶

練物に置き,熱劣化の判定に一 な試験をくり返してお

り,試験研究ほ繁忙をきわめている｡

炭素製品においては航空機の要請から高々度航空機用

電刷子の研究に成果を得,また絶縁材料と同じく 気機

器の小型軽量化に伴う刷子高度化の研究に多忙をきわめ

ている｡

25.1絶 縁 材 料

絶縁ワニスとして,特殊な合成樹脂をベヒ■クルとした

"Ⅵr-1000"を完成した｡これは速乾性で,耐湿性にすぐ

れた仕上用の絶縁ワニスである｡また従来発売していた

第3表 品 質 認 定 受 検 品 種

材 料 名､ 材 質 ､■用 途

MFE

CFG

CIrI-5

CF:ト10

PBG

PBE

PBE-P

PBE

PBI

FBM

GSG

NPG

PBE-R

PBG-R

FBE-R

PBE-Tm

PBG-Tr

"W-2800''

フェノール樹脂成型材料,

フェノ¶ル樹脂成型材料,

フェノール樹脂成塑材材,

フェノール樹脂成型材料,

フェノール樹脂積層板,

フェノール樹脂積層板,

フェノール樹脂積層板,

フェノール樹脂積層板,

フェノール樹脂積層板,

フェノール樹脂硫層板,

鉱物基材,最高級電気用

級維質基材,一般用

繊維贋基材,■耐衝撃用

繊維質基材,耐衝撃用

紙基材,一般用

妖基材,電気用

紙基材,電気用,打抜用

綿布基材,電気用

綿布基材,機械加工用

綿布基材,機械用

シリコー∵/樹脂,ガラス布基材積層板

フェノール樹脂,ナイロン布基材積層板

フェノール樹脂積層棒.

フェノール樹脂積層棒,

フェノール樹脂積層棒,

フェノール樹脂成型管,

フェノール樹脂積層管,

紙基材,電気用

紙基材,一般用

綿布基材,電気用

紙基材･,電気用

紙基材,一般用

の耐熱性を改良し,D畦用のコイルワ∴ニス

=W-2800A"を発売する段階になった｡

コンパウソドでほ,テレビ,通信機などの絶縁処理用
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第4表 横

項 目

沿層絶縁吸塵 (s/s)

衝 撃

曲 げ

電
酎
横
面
ア

へ

吸
誘
誘
体
表
耐

催

さ強

キ

水
率
接

:
正

欄
順
憾
l
横
断

)

)

C

C

M

M

l

l

抗抗掛偲有有固固

性

予 備 処 王里

A

D-48/50

E-48/50

A

A

D-48/50

E-1/105十D-24/23

D-24/23**

D-24/23**

C-96/35/90

C-96/35ノ90

D-48/50

日 立 評 論

層 板 の 特 性(厚

単 位

)kV
fト1b/in

psi

‡1b
%

MG-Cm

MQ

SeC

注:* へキ閲値は厚さ妄′′についての値を示す
**pBErP,および∵NPGはD-48/50

PBG

として好適な"日立高周波用コンパウンド"を完成し,

またポリエステル系コンパウンドとして=ポリセット

5125","ポリセット 5126"を新たに加えることができ

た｡後者は大型注型用としてクラックの発生少なく,機

械的特性にすぐれている｡

"日立ワニステリレンクロス"ほ新合成紙維テリレン

クロスに特殊の絶縁ワニスを塗布したもので,耐熱性,

耐湿性にすぐれ,B種を確実に上回る特性を示してい

る｡

熱硬化性樹脂成型材料および積層品では,航空機用材

料としてフェノール樹脂製品,シリコーン樹脂製品が優

秀な成績で防衛庁の認定に合格した｡これらのうちには

従来 造されていた品瞳のほか,新たに耐衝撃性の積層

板(FI∋M 相当品),耐湿性,高周波性のナイロンベース

積層板(NPG相当品),高周波用成型材料(MFE相当

品),シリコーン積層板(GSG相当品)などが製造され

たことほ特筆すべきことで,この方面における多年の努

力が結実したということができよう｡

25.2 一 般 材 料

一般塗料用の合成樹脂として,"フクルキッド133-60",

"ヒクノール1130"を発売して好評を得た｡前者はヤシ

油系のアルキッドで,その淡色を業界から買われたもの

であり,後者は100%油溶性フェノール樹脂で,淡色,耐

水耐薬品性にすぐれている｡引き続き"ヒタノール1130"

の普及品である"ヒクノール1131",エボン樹脂と相溶性

あるブナキシ化フェノール樹脂,ロジン変性フェノール

樹脂,フェノールアルキッド樹脂などの高級試作品を陸

続として発表し,業界の注目をひいている｡

"ヒタフラン川ほ耐薬品目地セメント用のものを発売

していたが,32年度はライニソグ用を完成した｡石粉,

カーボン類を充填剤,ガラスクロス,アスベストクロス

を補強剤とすることにより耐酸耐アルカリにすぐれたラ

イニソグが得られるので,化学工学機器方面への用途に

多大の期待がもたれる｡

PBE
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O52011
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に つ い て)

FBI

15

1.35

1.10

115,000

14,000

1,600

1,500

1.6

1,000l11,000
31 0.5

2.10
1.90

17,000
16,000

1,800

1,600

2.5

第5衷 フクルキッド

NPG

- 60

40

3.0
2.0

10,000

9,500

1,000

1,000

0.4

4.0

0.045

00,000

40

133-60の性質

第6表 ヒタフラン塗膜の一般特性

屈曲試験(25ロC)≠ェリクセン試験プ衝撃試験
-

一日･ミ (inlbs)
ゴバン目試験 描画試験

100 j OK

第7表 ダレドメ用充填剤配合量(ピッチコークス)

庄:配合量ほヒタフランに対する %

第8表 アル ヒッターライトの特性

項

構成
化粧眉の厚さ (mm)
アルミニウム板の厚さ(mm)

沸 騰 水 性 a

熱 性 a

汚 染 性 a

光
燃
率
験

性 a

性
別
扉

(匝

異 状

異 状

異 状

ひび割れなし,

ひび割れなし,

な し

な し

な し

変色ごくわずか

変色ごくわずか

0.8

半径50mmで180度折曲げ異状なし

注: a…この試換は国鉄車体用品雑種仕様書による
b…この試験は日立仕様書による｡点火した巻煙草を化粧面に

2分間横たいて除去後の外観変化をみる

C…この試験撲日立仕様書-こよる｡試験片を50qCで2時間乾
燥後冷却して300Cの水中に24時間浸漬して重量変化を

求める

d･･･この試換は日立仕様書による｡化粧面を内側iこ半径50mm

のマンドレルに180度折曲げ化粧面にキレツ,剥離などの

異状の有無をみる

メラミン化粧板である"ヒッターライト"はその後順

調に延びているが,32年度は金属を貼りつけた"金属ヒ

ッターライド'を世におくることができた｡接着性,ポ

ストホーミングにも申し分なく,化粧層の光沢もすぐれ

ており,車輌船舶の内張りなどに好適である｡

ポリエステルは絶縁材料としても注目すべき材料であ
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るが,一般構造材料としてはさ

らに広い用途をもっている｡今

年度は一般用耐光性材料として

"ポリセット55"を開発すると

ともに,ポリエステルとガラス

級維を盲阻合せた強化プラスチッ

クス波板"サンプレート"を完

成発売する段階となった｡美麗,

堅牢な上,厚み,寸法の品質管

理を十分行っているので,必ず

や建築用材料として広く愛好さ

れるものと信じる｡

25.3 炭素製品と粉末

冶金製品

まず高々度航空機用電刷子の

試作を完了した｡8,000】丑 以上

の高空では,水蒸気,酸素の

欠乏から,普通の刷子でほ激

しく摩耗して使用に耐えない

が,この試作品では,異状摩

耗を完全に防止することがで

きる｡

外国製の自動車を国産化す

るため,日産,いすゞ,日野の

各社から自動車用クラッチカ

ーボンの試作要望があった｡

机上試験,実用試験を併用し

慎重に試作した結果,潤滑,

摩耗特性など外国品にまさる

製品の量産に成功した｡

潤滑油を使わない炭素軸受

(HCB)の研究にも成功,新

用途を開拓中である｡

炭素軸受はPV値で潤滑剤

第9表 ポリセット新品檻の試験結果の一例

試験片は10×10断面,シャルピーノッチ入り

4¢真申電極を埋込み,カーボン塗料を塗布

フェノール積層板JIS試験應

そのほかの試験値はASTMに準ずる

第1図 ポリセットコソパウソドを注型品に応用した一例

なしで5kg/cm2･m/S,潤滑剤

を使用すると50kg/cm2･m/sまで使用できる｡摩耗,潤

滑特性を改善するために諸種の物質を混入含浸する場合

が多いので,使用温度,耐薬品性が異なる｡

粉末冶金では,200t 成型プレスなど4基と 80kVA

還元ふんい気連続焼結炉を新 し,鉄系製品の生産を開

始した｡"ニッカロイ"鉄系製品の生産により,袋器具

第10表 通常の刷子と高々度航空機用刷子の物理特性と摩耗量 第11蓑 クラッチカーボン

の物理特性

55

600

60

400
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第2図 クラッチカーボン"C-10-7"

第3図 クラッチカーボン"C-14-5り

第4図 焼 結 鉄 機 械 部

第12表 炭素軸受(HCB)の物理特性

晶瞳 組 成

黒鉛炭素

農鉛炭素

-:::･こ

黒 鉛

電気黒鉛

黒 鉛

黒鉛炭素

樹脂含浸

樹脂含浸

樹脂含浸

樹脂含浸

樹脂含浸

樹脂含浸

金属含

金属含浸

金属含浸

金属含浸

圧縮強さく抗折力

(kg/cmりl(kg/cmり
1.60

1.65

1.60

1.70

1.70

1.75

1.65

1.65

1.70

1.65

1.65

1.75

1.70

3.05

3.05

3.50

3.50

最 高
使用温度

(OC)

熟膨脹係数

(OC-1)

4.46×10-8

3.30×10-8

4.50×10-8

3.57×10-8

3.15×10-8

45.30×10-8

4.45×10-¢

4▲56×10)8

3.45×10-8

3.75×10-¢

4.46×10-8

3.50×10-6

3.80×10-ぢ

4.e5×10-8

5.00〉(10-8

4.90×10-8

5.00×10-

紡

た｡

第5図 ドイツデグサ礼製80kVA連続式焼結炉

機械部品,日動串部品などに使用範囲は広まってき

昭和32年度における日立電線株式会社の社外講演の成果

(昭和31年11月～昭和32年10月)

39
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